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　　　〈平成29年度〉

第47回　高等学校ラジオ作品コンクールの手引
　

は　　じ　　め　　に

　東海ラジオ放送では、文部科学省、中部９県教育委員会、一般社団法人日本民間放送連盟の後援を

いただいて「高等学校ラジオ作品コンクール」を実施して参りました。このコンクールは昭和47年

（1972年）に始まり、今年度で47回目を迎えます（初年度のみ２回実施）。これまでの番組制作部

門参加校は2,099校にのぼります。また、29回目を迎えるアナウンス部門の参加者は2,486名になり

ました。

　長年の実績に対し、平成６年度に厚生省中央児童福祉審議会から「児童文化財」に推薦されました。

これは、多くの先輩方や顧問の先生方のご協力の賜物でもあります。

　そして今年度も、番組制作部門とアナウンス部門の２部門でコンクールを実施いたします。ドラマ・

録音構成など、10分間の番組を作るには大変な努力が必要となりますが、表現力と社会を見つめる

多角的な視点を養いチームワークの大切さを実感できるまたとない機会です。また、アナウンス部門

では、ぜひ日本語の美しさも再認識してください。

　詳細は次のページ以下をご覧ください。番組制作部門の最優秀賞および優秀賞受賞作品と、アナウ

ンス部門最優秀者および優秀者のアナウンスは、東海ラジオで放送する予定です。

　多くの皆さんのご参加を心からお待ちしています。
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《目　的》
　このコンクールは、放送作品の制作を通じて、高校生の感性を磨き、創造力と表現力を養い情操教

育に役立てるとともに、放送文化への理解を深めようとするものです。

♪番組制作部門♪
1　◆作　品

●作品の種別はドラマ・録音構成など自由ですが、脚本・構成は在校生の創作によるものとします。

●テーマは、日常の高校生活の中から自由に見つけてください。

　創作（演出、演技、アナウンス、ミキシング）は、すべて在校生自身の手によるものとします。

●下記の要領に従い、作品の長さは10分以内に仕上げてください。

※10分を超えた場合は審査対象になりません。

♪録音の仕方♪

○○高等学校制作
「△△（タイトル）」

空白
5秒

番組（中身）
約10分

空白
5秒

○○高等学校制作
「△△」を終わります

●参加は１校１作品とします。

●作品の締め切は平成29年10月6日（金）必着

　　《あて先》

　　　　　〒461−8503　東海ラジオ放送　制作局

　　　　　「高等学校ラジオ作品コンクール係」（住所不要）

●作品はＣＤ−Ｒに「オーディオＣＤ」として提出してください。ＭＰ３など音声ファイル形式は不

可です。応募作品については録音内容を必ずチェックして提出してください。

●提出作品のケースには「 」と明記、学校名・番組タイトルを記載してください。作品本体にも

必ずお願いします。また実施要項（８ページ）の書類を１部とＣＵＥシートを必ず添付してください。

●番組のＢＧＭや効果音に市販のレコード・ＣＤの音源（楽曲など）を使用した場合は、使用楽曲一

覧表（10ページ）にレコード会社・番号、ＣＤタイトル、曲名、演奏者名がわかるように記載し

添付してください。 （自作自演して自分たちで録音したオリジナルのものについては記載の必要は

ありません）

●制作に要する費用は各校の負担となります。

●受賞作品の著作権および放送に関する一切の権利は、東海ラジオ放送に帰属するものとします。

●他のコンクールに出品したもので、入選作品以外のものであれば、その作品をもとに改めて制作し

たものも応募できます。
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2　◆審　査

●審査は専門委員（愛知・岐阜・三重、各県教委視聴覚教育担当責任者）と社内委員（東海ラジオ放

送委員）とで構成する審査会で行います。

3　◆発　表

●審査結果は、12月中旬に東海ラジオ放送ＨＰ、および中日新聞紙上で発表し、参加各高等学校に

は文書で通知します。

4　◆表　彰

＊最　優　秀　賞／１校＊……文部科学大臣賞　日本民間放送連盟賞　東海ラジオ放送賞　三協賞

＊優　　秀　　賞／３校＊……日本民間放送連盟賞　東海ラジオ放送賞　三協賞

＊審　査　員　特　別　賞＊……………東海ラジオ放送賞　三協賞

※該当校なしの場合もあります

5　◆表彰式

●表彰式は受賞校の関係代表者を招き、平成29年12月15日（金）（予定）に東海ラジオ放送で行

います。

●受賞のため来社される関係者（生徒代表１名と指導教諭１名）の通常の公共交通機関（タクシー利

用は自己負担）による旅費実費は主催者側で負担します。

6　◆受賞作品の放送

●東海ラジオ放送で、受賞作品（最優秀賞１校、優秀賞３校、審査員特別賞）とアナウンス部門（最

優秀賞１名、優秀賞３名）を平成29年12月下旬（予定）に放送します。
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♪アナウンス部門♪
1　◆作　品

●応募者自身が書いた原稿（Ａ）を、２分以内でアナウンスしてください。テーマは、日常の高校生

活の中から自由に見つけてください。

●課題文（Ｂ）を朗読してください。（原稿は12ページに添付）

●下記の要項でＡ・Ｂを続けた録音メディアを提出してください。録音メディアは、ＣＤ−Ｒをお使

いください。

♪録音の仕方♪

○○高等学校
△△（名前）です

Ａ
（2分以内）

朗読
「○○（タイトル）」

Ｂ
（課題文）

朗読を終わります

●参加は１校３名までとします。録音メディアは必ず１名１枚。

●作品の締め切り、郵送の宛先、著作権などについては、番組制作部門と同じです。

●提出のＣＤ−Ｒのケースには「 」と明記、学校名、名前を記載してください。ＣＤ−Ｒ本体に

も必ずお願いします。また、実施要項（11ページ）の書類を必ず添付してください。

　ＣＤ−Ｒに「オーディオＣＤ」として提出してください。ＭＰ３など音声ファイル形式は不可です。

応募作品については、録音内容を必ずチェックしてから提出してください。

2　◆審査・発表

●番組制作部門と同じです。

3　◆表　彰

＊最　優　秀　賞／１名＊……日本民間放送連盟賞　東海ラジオ放送賞　三協賞

＊優　　秀　　賞／３名＊……日本民間放送連盟賞　東海ラジオ放送賞　三協賞

※該当者なしの場合もあります

4　◆表彰式・受賞作品の放送

●番組制作部門と同じです。
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主　　　催
　　　東 海 ラ ジ オ 放 送 株 式 会 社

後　　　援
　　　文 　 　 部 　 　 科 　 　 学 　 　 省　　　　福　井　県　教　育　委　員　会

　　　愛　知　県　教　育　委　員　会　　　　石　川　県　教　育　委　員　会

　　　岐　阜　県　教　育　委　員　会　　　　富　山　県　教　育　委　員　会

　　　三　重　県　教　育　委　員　会　　　　長　野　県　教　育　委　員　会

　　　静　岡　県　教　育　委　員　会　　　　日　本　民　間　放　送　連　盟

　　　滋　賀　県　教　育　委　員　会

協　　　賛

《夏期講習会のご案内》
●講習会を、東海ラジオ放送本社で行います。

　　《日　時》8月5日（土）　午前10時：番組部門（50名）

　　　　　　　　　　　　　　午後　1　時：アナウンス部門（50名）

　参加希望校は、希望部門（両方参加可）をフォーマットに記入の上、郵送またはＷＥＢサイトから

応募してください。

　締切は６月30日（金）必着です。なお、希望者多数の場合は抽選となりますのでご了承ください。

　　《あて先》〒461−8503　東海ラジオ放送　制作局

　　　　　　　「高校ラジオ作品コンクール　夏期講習　係」
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《第47回高等学校ラジオ作品コンクール　夏期講習会申し込み》

●学　校　名

●住　　　所

●Ｔ　Ｅ　Ｌ

●引率教諭名

●メールアドレス

番　　　組　　　部　　　門

生　徒　名（ふりがな） 学　　年

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

ア　ナ　ウ　ン　ス　部　門

生　徒　名（ふりがな） 学　　年

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

《参加締切》6月30日（金）　　《講習会》8月5日（土）
※希望者が多数の場合は抽選になりますのでご了承ください。
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◇ 第46回高等学校ラジオ作品コンクール入賞校 ◇

《番組制作部門》

最優秀賞 椙 山 女 学 園 高 等 学 校 「ノーモア・ヒバクシャ ～核のない未来へ～」

優 秀 賞 聖隷クリストファー高等学校 「命の天秤」

〃 長 野 県 松 本 深 志 高 等 学 校 「旅のゆくえ」

〃 光 ヶ 丘 女 子 高 等 学 校 「輝くために」

〃 徳 島 市 立 高 等 学 校 「僕は世界最後の日にどうしてもあの子とデートがしたい」

〃 富 山 県 立 富 山 高 等 学 校 「雅な音色に魅せられて」

奨 励 賞 愛 知 県 立 明 和 高 等 学 校 「睡眠戦争」

〃 富 山 県 立 砺 波 高 等 学 校 「Ｍノタメニ」

〃 愛 媛 県 立 新 居 浜 西 高 等 学 校 「リア充爆破」

〃 岐 阜 県 立 大 垣 工 業 高 等 学 校 「私たちの声」

〃 長 野 県 岡 谷 南 高 等 学 校 「岡南ラジオインパクト」

佳 作 埼 玉 県 立 小 川 高 等 学 校 「ＬＧＢＴ」

〃 埼 玉 県 立 坂 戸 高 等 学 校 「カイトレ」

〃 西 宮 市 立 西 宮 高 等 学 校 「君を忘れない」

〃 日 本 大 学 三 島 高 等 学 校 「オレが母さんになってやる」

〃 三 重 県 立 松 阪 高 等 学 校 「三念通天放送少女」

《アナウンス部門》

最優秀賞 茂　山　菜　月　　（西宮市立西宮高等学校）

優 秀 賞 二正寺　華　奈　　（富山県立桜井高等学校）

〃 大　西　尚　也　　（富山県立砺波高等学校）

〃 河　合　こころ　　（武庫川女子大学附属高等学校）
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第47回高等学校ラジオ作品コンクール
（番組制作部門）

ふりがな

タ　イ　ト　ル

学　校　名

学校所在地

〒　　　　　　　　　　

電話番号（　　　　−　　　　−　　　　　）

指導教諭名

連絡先（アドレス又は携帯）

１．制作スタッフおよび出演者

脚　　　本

演　　　出

出　演　者

２．番組について

（番組のねらいと内容について200字以内にまとめる）
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ＣＵＥシート

タイトル
ページ

学　校　名

音声レベル 時間
楽曲番号 使用目的

（通常・テーマ・背景）
内　容

放送 BG 分 秒

※必要に応じて枚数を増やしてください。その場合は右上にページ数を記入してください。
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使用楽曲一覧表

タイトル

学　校　名

番
　

号
曲名

①作詞者名 ①歌　手　名 レコード
会社

CD番号 使用時間 使用目的
（○をつけてください）

②作曲者名 ②演奏者名

1
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

2
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

3
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

4
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

5
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

6
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

7
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

8
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

9
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

10
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

11
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

12
① ①

通常・テーマ・背景

② ②

13
① ①

通常・テーマ・背景

② ②
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第47回高等学校ラジオ作品コンクール
（アナウンス部門）

学　校　名

学校所在地

〒　　　　　　　　　　

電話番号（　　　　−　　　　−　　　　　）
ふりがな 学　　年

アナウンス　担当者 年　生

指導教諭名

連絡先（アドレス又は携帯）

○ 

応
募
者
自
身
に
よ
る
原
稿
の
全
文
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　 　 　 　 ア ナ ウ ン ス 部 門 　 朗 読 原 稿

　 『 青 春 ミ ッ ド ナ イ ト ・ ア ワ ー 』 は 深 夜 十 一 時 か ら 始 ま る 僕 の 大 好 き な 生 放 送 の ラ ジ

オ 番 組 だ っ た 。 パ ー ソ ナ リ テ ィ は 日 替 り で 、 僕 は 土 曜 日 を 担 当 す る 川 口 章 の ヘ ビ ー ・

リ ス ナ ー だ っ た 。

　 彼 は 憧 れ の シ ン ガ ー ・ ソ ン グ ラ イ タ ー で あ り 、 エ ッ セ イ 集 も 数 冊 出 し て い た 。 通 称 ・

川 口 の 兄 イ 。 全 国 区 の 有 名 人 で は な い が 、 そ こ が 却 っ て 地 元 リ ス ナ ー に 親 近 感 を 与 え

て い た 。

「 兄 イ へ 、 オ レ の 悩 み を 聞 い と く れ ！ 」

　 い つ も は バ カ 話 を し て 笑 わ せ て い る 兄 イ が 、 深 夜 一 時 台 の 『 青 春 白 書 』 で は 、 リ ス

ナ ー の 悩 み に 真 剣 に 答 え る コ ー ナ ー が 僕 は 取 り 分 け 好 き だ っ た 。

「 さ て 今 夜 の お 悩 み は 、 と あ る 男 子 校 に 通 う ペ ン ネ ー ム ” デ ィ ラ ン 君 “ 、 僕 に は 小 学

生 時 代 か ら ズ ー ッ と 片 想 い の 彼 女 が い ま す 　 　 　 」

　 そ の 夜 、 突 然 、 自 分 の 出 し た ハ ガ キ が 読 み 上 げ ら れ 椅 子 か ら 転 げ 落 ち そ う に な っ た 。

僕 は 慌 て て ラ ジ カ セ の 録 音 ボ タ ン を 押 し た 。

　
” 僕 は 小 学 校 を 卒 業 し 、 私 立 の 中 学 に 入 学 し た の で 、 そ れ 以 来 彼 女 と は 会 っ て い ま

せ ん 。 あ れ か ら 三 年 が た ち ま し た が 未 だ 彼 女 の こ と が 忘 れ ら れ ま せ ん 。 つ き 合 っ た 子

も い る の で す が 、 や っ ぱ 彼 女 が 一 番 な の で す “

　 見 栄 を 張 っ て 嘘 を 入 れ て い る と こ ろ 、 兄 イ に 申 し 訳 な い と 思 っ た 。

　
” 彼 女 に は 当 然 、 恋 人 が い る に 違 い あ り ま せ ん 。 で も 僕 の モ ヤ モ ヤ し た 気 持 ち ど う

し て も 伝 え て お き た く て 、 兄 イ ！ 　 ど う し た ら い い で し ょ う か ？ “

　 兄 イ は 僕 の ハ ガ キ を 一 気 に 読 ん で 、 少 し 沈 黙 し た 。
” フ ー “ 、 ス タ ジ オ で タ バ コ に

火 を つ け た 様 子 。 僕 は 怒 ら れ る ん じ ゃ な い か と ラ ジ オ の 前 で ド キ ド キ し て ア ド バ イ ス

を 待 っ た 。

み う ら じ ゅ ん 「 色 即 ぜ ね れ い し ょ ん 」 （ 光 文 社 文 庫 ） よ り 抜 粋



主催／

協賛／


